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３．区の交通の課題 

（１）地域特性からの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 3 

・臨海部埋立地には、羽田空港や物流機能等が立地し、広域的な交通の拠点性を持った地域を形成しています。 

・工業のまちとして発展してきた歴史を持ち、住宅と工場が混在した地域が広がるとともに、台地部を中心に緑豊かで良好な住宅地を形成しています。 

台地部地域 

○現状 

・緑豊かでゆとりある良好な住宅地 

・多摩川、呑川、洗足池など地域の

シンボルとなる自然環境 

・池上本門寺に代表される文化財等 

○課題 

・建替えに伴う敷地の細分化の影響

による市街地の高密度化や緑の

減少等 

○現状 

・中心的な商業業務地 

○課題 

・羽田空港の国際化にあわせて、蒲

田駅を中心とする地区の再整備 

・空港に近接する利点を活かしたま

ちづくり 

・商業を支える交通機能の提供 

蒲田地域 

○現状 

・大田区の工業発祥地のひとつ 

・多摩川の河川敷はスポーツ・レク

リエーションの場 

○課題 

・工場跡地に大規模なマンションが

建設され、工場と住宅の調和ある

共存が課題 

多摩川沿い地域 

○現状 

・工場のまちとして発展 

・狭い路地をはさみ古くからの住宅

や工場などが混在 

○課題 

・大規模な工場の移転による跡地の

有効活用 

糀谷・羽田地域 

○現状 

・羽田空港や港湾、流通、工業、市

場、清掃工場などが立地 

・埋立島部では工場に代わり、新た

な業種が立地 

○課題 

・羽田空港跡地等の有効活用、島部

の土地利用の再構築 

空港臨海部地域 

○現状 

・大森駅周辺の商業業務地 

・山王をはじめとする住宅地 

・大森西などの町工場などが集中し

た工業地等 

○課題 

・羽田空港の国際化を視野に入れた

まちづくり 

大森地域 

区全域 

人口の推移 

○現状 

・区の人口は 71 万人を超え、23 区の中でも世田谷区、練

馬区に次いで多い。 

・区の人口は、増加が続くと推計されている。 

・高齢化が進む。 

○課題 

・23 区内で 3 番目に多い人口を支える交通機能の提供。 

・高齢化の進展に対応した交通機能の提供。 

ベース図：大田区都市計画マスタープラン（H23.3）「土地利用の方針図」 

 

観光 

○現状 

・区は、交通の利便性がよく、歴史・文化的な資源、多摩

川や臨海部の水資源、身近で特徴的な公園・レクリエー

ション資源などが豊か。 

・個別の資源だけではなく、にぎわいや生活感など日常的

な暮らしぶりも資源。 

○課題 

・観光を支える交通機能の提供。 

土地利用（平地部） 

○現状 

・住宅、商業、工業などが混在。 

・工場の減少により、集合住宅が集積。駅周辺地域や幹線

道路沿線では土地利用の高度化が進んでいる。 

○課題 

・土地の多用途の使用に応じた交通機能の提供。 

・出来るだけ「元気な高齢者」を増やしていきたい。 

・観光資源は区の全域に分布。そのため観光向けの交通は、

区民向けの交通に、うまく観光の機能を乗せるなどの戦

略が必要ではないか。 

○現状 

・区画整理をされていないような狭い街区が多くある。 

○課題 

・密集した住宅地等における防災機能の強化、高齢者の移

動の足の確保が課題。 

有識者 

有識者 

有識者 
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（２）交通特性からの課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

・広域的な交通の課題としては、羽田空港機能や空港アクセス機能の向上、羽田空港周辺・京浜臨海部の連携強化、広域的な交通ネットワークの確保などの課題があります。これらの課題について

は、国や都がすでにさまざまな動きをしているため、国や都、周辺自治体などとの連携が不可欠です。 

・区内の交通の課題としては、通勤・通学や買い物、通院などの生活に関わる移動の足の確保のための、公共交通が不便な地域の改善、歩行者や自転車が通行するための空間の改善、交通事故対策、

蒲田駅及び大森駅周辺地区の交通の強化、臨海部の産業振興に伴う物流への対応など、さまざまな課題があります。 

大森駅周辺地区の交通の強化 

・交通結節点としての都市基盤の充実 

・バリアフリーの重点整備の推進 

広域的な交通ネットワークの確保 

・新空港線の整備促進 

・エイトライナーの整備促進等 

連絡道路 

川崎市との連携 

臨海部の産業振興に 

伴う物流への対応 

・円滑な物流の確保 

羽田空港周辺・京浜臨海部の連携強化 

（国家戦略特区のプロジェクトの一環） 

・羽田空港跡地利用 

・川崎との間の連絡道路整備 

蒲田駅周辺地区の交通の強化 

・蒲田駅東西の連絡性強化 

・駅周辺の自転車駐車場の確保 

・東西駅前広場の機能向上 

・バリアフリーの重点整備の推進 

羽田空港や空港アクセスの機能向上 

・羽田空港の機能強化（空港容量の更なる

拡大と国際線の増枠等） 

・オリンピック・パラリンピックへの対応 

・国際化、高齢社会への対応等 

鉄道、バス 

・大田区は鉄道・バス網が発達している。しかし、鉄道駅

から 500m 以遠でかつバス停からも 300m 以上離れてい

るエリア（公共交通不便地域）が残存している。 

・平成 21 年からコミュニティバス「たまちゃんバス」を

試行運行中。 

・京浜急行線で連続立体交差化事業を実施した。 

歩行空間、自転車の通行空間 

・歩行空間や自転車の通行空間の改善が必要。 

（たとえば緑を豊富にして気温を下げる、滞留など違う機

能も持たせるなど） 

歩行者（バリアフリー） 

・バリアフリーについては、移動円滑化法の重点整備地域

として、蒲田と大森で取り組みを進めている。さらに 3

つ目の重点整備地域を設定した。 

・駅や公共施設までの移動や、住宅地などにおけるバリア

フリーをどう考えるかが課題。 

移動支援 

・移動の支援が必要な人を、どのように支援するかが非常

に重要。 

・移動困難な方への施策として、大田区では従来から、福

祉タクシーや福祉自動車燃料費、あるいはリフト付きタ

クシーのサービスを行っている。 

・有償運送の事業者は、当初の 7 団体から現在 2 団体に減

少している。 

交通事故対策 

・JR と東急線は、踏切があることによって、人の交通が遮

断されている。安全面でも、移動困難者の視点から見て

も厳しい面がある。 

有識者 

有識者 

有識者 

有識者 

・各年齢層への交通事故対策が必要。（特に子ども） 

有識者 


